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市大生チャレンジ事業
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美術を通した福祉活動  ー高校生、大学生、社会人をつなぐ展覧会の開催ー

高校生とのワークショップ
2024年 8月９日に広島市立大学芸術学部棟で、広島市立基町高等
学校と広島市立沼田高等学校の協力でワークショップを開催。大学
生と交流しながらマインドマップを制作し、自己分析とそれを活か
した制作方法を体験。

ワークショップ前半は、高校生との親睦を図るため、パスタとマシュ
マロのみで出来るだけ高いタワーを作り高さを競うゲームを開催。

ワークショップ後半は、高校生に自身のマインドマップを元に作品
制作を行った。

パスタとマシュマロ展
広島市の指定重要有形文化財である旧日本銀行広島支店で、2024年 12月
25日から27日までの３日間「パスタとマシュマロ展」を開催。市大の美
大生が、高校生たちとワークショップを通して対話し、等身大の高校生た
ちの心情を美術作品にして発表。世代間の齟齬や考え方の違いを肯定的に
捉えることで、より良い社会を目指す福祉的な展覧会を目指した。展覧会
の名称は夏のワークショップで行ったゲームに由来する。

市大生チャレンジ事業

旧日本銀行広島支店

展示風景

チラシデザイン：日野 優花 ( 芸術学部 4年 ) 会場でのワークショップの様子

1. 阿南美音
2. 田中耀聖
3. 村田澄校
4. 下前るな
5. 植松そら
6.タイラノボル
7. 吉村洸星
8. 木下優
9. 猪野日向
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